
Title 近代の京漆器意匠(2) : 神坂雪佳と明治中期の京漆器

Author(s) 福田, 民郎

Citation デザイン理論. 1987, 26, p. 45-66

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52549

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



X

近代の京漆器意匠(2)

神坂雪佳 と明治中期の京漆器

山 内'明 ・佐 藤 敬 二

1.ま え が き

神 坂 雪 佳 は幕 末 に生 れ た 図案 家 で,昭 和17年(1942)1月4日,76才 で没 し

i)た
。 昭和19年5月 に は,京 都 市 美 術 館 で そ の 遺作 展 が 開 か れ,絵 画,図 案,

雪 佳 図案 に よ る各 種 の 工 芸 品 な ど,約150点 が 陳 列 され た 。 そ の うち漆 器 は,

代 表 作 と され る祭礼 図六 角行 器 形 飾 箱(写 真1)を 含 む約40点 で あ る。

同年10月 には,遺 作展出品の31点 を写真印刷 とした簡単な遺作集易咄 てい

る。 これ に は年 譜,印 譜 が付 き,竹 馬 の 友,稲 畑 勝 太 郎 の 序 文 が あ る。 物 資 不

足 の 当時 で は,そ れ で も精 一杯 の記 録 だ った と思 われ る。

戦 後,明 治 百 年 の歴 史 が振 りか え られ た と き,雪 佳 は琳 派 調 の 蒔絵 意 匠 を得

意 と した 図 案 家 と して,ま た京 都 工 芸 界 の リー ダー と して 位 置 付 け られ た3)0

雪 佳 は帝 室 技 芸 員 の候 補 に あが って い なが ら,最 終 的 に は選 考 され な か っ た と

い うが,候 補 とな った こ と 自体 が,雪 佳 へ の 当時 の 社会 的評 価 を示 して い る。

近 年 に な って,榊 原 吉 郎 は,今 日で は一般 の人 々 に忘 れ去 られ て い る人

と して この 神 坂 雪 佳 の画 業 と芸 術 を発掘 した 。 次 い で,雪 佳 の ス ケ ッチ,絵

画 草 稿,工 芸 品 図 案 ・下 絵 を出 版 した 。 ま た雪 佳 の海 外 視 察 の 跡 も,論 文 に

※"幕 末明治期の工人":漆 工技術に関する講演会テキス ト 山内明(1987・3・3)を ,

近代の京漆器意匠(1)とする。
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写真1.祭 礼図六角行器形飾箱

6)
ま とめ て い る 。

しか し,雪 佳 は,絵 画 に始 ま り,陶 芸 ・漆 芸 ・染 織 ・木工 ・金 工 な ど工 芸 全

般 に 亘 り,さ ら に室 内装 飾 や 庭 園 に ま で お よぶ 広 い 範 囲 で 活 動 して い る 。 雪

佳 の 図 案 家,工 芸 界 の リー ダ ー と して の 歩 み につ いて は,画 家 と して の面 とは

別 の 検 討 が 必 要 で あ ろ う。

こ の小 論 で は,生 い た ち か ら,明 治36年 最 後 とな っ た第5回 内 国勧 業 博 覧 会

まで の漆 器 を 中心 と した,神 坂 雪 佳 の 図 案 家 と して の歩 み を扱 った 。 こ の 時期

は,彼 の 真 面 目 を発揮 す る後 半 期 へ の 準 備段 階 で あ る。

2.生 い た ち

神 坂 雪 佳 は本 名 を吉 隆 とい う。 慶 応2年(1866)1月12日 神 坂 吉重,シ ゲ の

2)
長 男 と して 京 都 粟 田 口 に生 れ た 。 父 は,御 所 勤 め の 武 士 で あ っ た。 向 い 隣 に
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写真2.神 坂雪佳

は生 涯 の 友,稲 畑 勝 太 郎 が居 た。4才 年 長 の勝 太 郎 は,幼 い 時 か ら目立 った 存

在 で あ っ たか ら,恐 ら く雪 佳 は そ の歩 み を興 味 を も って見 続 け,大 きな影 響 を

受 け た と思 われ る。

稲 畑 勝 太 郎 は,伝 記 に よれ ば文 久2年(1862)10月,烏 丸 御 池 に あ っ た 菓

子 屋 に 生 れ,元 治元 年(1864)の 兵火 で家 を焼 か れ て 慶応 元 年(1865)に 三 条

大 橋 東 入 に 移 っ て い る。 明治5年(1872)6月 に は,粟 田小 学 校 在 学 中,来 校

の 明 治 天 皇 の前 で 「日本 外 史」 の 一節 を誦 読 す る名 誉 を得 た。

明 治9年 京 都 府 師 範学 校 入 学 。 続 い て10年15才 の 時 には京 都 府 か ら仏 国 へ の

留 学 生 に 選 ば れ て い る。 勝 太 郎 の 課題 は染 色 学 で あ り,他 に織 物 の近 藤 徳 太 郎,

製 糸 ・撚 糸 の今 西 直 次 郎 も同 じ留 学生 仲 間 で あ っ た。

知 られ て い る よ うに,維 新 後 の 京都 産業 は未 曾 有 の 変 革 に低 迷 を続 け,そ の

将 来 を,新 しい 動 きの 中 に求 めて い た 。雪 佳 は当 時11才,身 近 か な先 輩,勝 太
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郎 が,槇 村 知 事 の積 極 的 な勧 業 政 策 に沿 って,こ うい う前 途 の あ る役 割 を負 っ

た こ とに,強 く刺 激 され た に違 い な い。

明 治14年,雪 佳 は 四 条 派 の 画 家 鈴 木瑞 彦 に 入 門2)Lた 。 絵 は幼 少 の 頃 か ら好

8)
ん だ とい う 。 瑞 彦 は,系 譜(図1)に 見 る とお り塩 川 文 麟 の 門下 で あ った 。

塩 川 文 麟 は 明治 初 期 京都 画壇 に創 設 さ れた 如 雲社 の リー ダ ーで あ り,10年 に没

す る まで 円 山 派 の鈴 木 百 年 と京 都 画 壇 を 二分 す る勢 力 を持 っ て い た と言 わ れ

9)
る 。
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図1.四 条 派系譜
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瑞 彦 は,文 昂 と号 し,明 治6年 第2回 京 都博 覧会 で行 な われ た 席 上揮 毫 画 家

の ひ と りに選 ば れて い る。 明 治13年 に は京 都府 画学 校 が 設 立 され るが ,彼 は こ

10)れ
に も関係 し,創 立 当初 か らの教 員 と して 出仕 して い る 。

四 条 派 の特 徴 は,写 生 を重 視 しなが ら,そ の 力点 を画 家 の 眼 の 側 に 置 くこ と

に あ った。 円 山派 が 写生 対 象 を忠 実 に写 し取 る こ とに意 義 を認 め るの と対 照 的

3)
で あ る。 四条 派 は 画 家 の 詩 情 を重 ん じ,筆 意 の面 白味 を大 切 に した 。 雪 佳 の

意 匠 は,当 然 彼 の 画 歴 が こ うい う四条 派 か ら始 まっ た こ と と,深 く結 び付 い て

い る。

雪 佳 に は,工 芸 意 匠 家 と して の彼 の 生 涯 に深 い 関 わ りを も った,辨 之 助,祐

吉 とい う二 人 の 弟 が あ った。

u)
四男 辨 之 助 は,明 治15年(1882)生 れ 。 雪佳 はす で に16才 であ った 。 辨 之

助 も長 じる と画 を志 し,四 条 派 の菊 地 芳 文 の弟 子 と な り松 濤 と号 した。 彼 もま

た 図案 に興 味 を持 ち,雪 佳 に近 い経 歴 を歩 ん で い る。 雪佳 との 共 同制 作 もあ り,

戦 後,昭 和29年(1954)没 まで,さ ま ざ まに影 響 し合 った こ とが考 え られ る。

12)

五 男 祐 吉 は,明 治19年(..)雪 佳20才 の時 の 出生 で あ る。 の ち 蒔 絵 師 富

12)
田幸 七 の弟 子 とな り,蒔 絵 を中心 と した漆 工 の技 術 を専 門 と した。 富 田幸 七

は,5代 山 本 利 兵衛 の弟 子,こ の 一 派 は京 蒔 絵 の本 流 で あ った 。

祐 吉 は,明 治30年 代 な か ばか ら新 古 美術 品展 な ど に出 品,い くつ かの 賞 を得

て い る。 しか し本格 的 な活 動 は40年 代 に入 っ て佳 美 会 に参 加 す る よ う に な って

か らで あ る。40年 代 以 降 は,雪 佳 図 案 の漆 器 で 彼 の 手 に な る ものが 少 な くな い 。

工 芸 意 匠 の 中で も蒔 絵 文 様 を 中心 に活 躍 した雪 佳 に と って,こ の祐 吉 は,欠 く

こ との 出 来 ない存 在 で あ っ た。

3.図 案 家 と し て の 出 発

明 治20年,雪 佳 は 川 島 織 物 工 場 に 入 り,織 物 図 案 を実 地 に 研 究 した と言

8)
う。 彼 の 図 案 家 と して の歩 み の 最初 の記 録 で あ る。
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2)
次 い で 明 治21年,年 譜 は,「 欧 州 ヨ リ帰 朝 サ レ タ品 川 弥 二 郎 子 爵 二 面 接 ス

装 飾 芸術 二 関 ス ル 説 ヲ聞 キ大 イ ニ得 ル處 ア リ 当時 下 絵 畫 工 ナ ル 職 業 意 識 ノ下

ニ アル 図 案 家 ノ向 上 ヲ 図 ル可 キ必 要 ヲ痛切 二感 ズ」 と書 い て い る。 また 竹 馬

の 友 稲 畑 勝 太 郎 も,「 君 ガ後 来 我 国第 一流 ノ図 案 家 タル ノ素 地 ヲ得 ラ レ タ ノ

ハ 品 川 子 ノ指 針 宣 シ キ ヲ得 タ為 デ ア ル。」 とそ の 出 会 い が 彼 の 生 涯 に重 要 な

意 味 を持 つ もの で あ っ た こ とを指 摘 して い る。

13)

品 川 弥 二郎 は,20年3月 特 命 全 権 公 使 の任 を了 え,ド イ ツか ら帰 国 した 。

特 命 全 権 公 使 と して は2年 足 らず の勤 務 で あ ったが,彼 に は明 治4年 か ら9年

まで の ドイ ッ を中心 と した滞 欧 歴 が あ り,先 進 国 の事 情 は熟 知 して い た 。 農 商

務 省 の 高 官 歴 を持 つ彼 は,産 業 発 展 に果 た す デ ザ イ ンの役 割 につ い て,い ろい

ろ な点 を学 ん で い た に違 い な い。

弥 二 郎 は帰 国 して 間 もな く京 都 に来 て,高 倉 錦 小 路 に尊 攘 堂 を建 て た 。 元 治

元 年 禁 門 の 変 で 没 した 同僚 の霊 を祀 る ため で あ る。21年8月 に は,そ の25年 祭

を営 なん で い る。 こ うい う事 情 の 中で 雪 佳 は弥 二郎 に逢 っ た。

榊 原 吉 郎 は,弥 二 郎 の デ ザ イ ンへ の関 心,そ して勝 太 郎 を介 したで あ ろ う雪

5)

佳 と弥 二 郎 の 出会 い につ い て,そ の 著 で興 味 あ る 考 察 を試 みて い る。 ～ 介 の

図案 家 に終 ら なか った工 芸界 の リー ダ ー神 坂 雪佳 を方 向付 け た原 動 力 が,こ の

弥 二 郎 と の出 会 い にあ る。

こ の21年 の2月 には,京 都 府 画 学 校 に新 た に応用 画学 科 が 増 設 さ れ,修 学 年

10)

限 も3年 か ら5年 に延 び た 。 校 則 改 正 案 は,明 治13年 設 立 時 の 「諸 製 作 諸

工 芸 ノ基 礎 ヲ正 シ クス ル 」 とい う絵 画 の応 用 的 側 面 が,一 向 に そ の効 果 を上 げ

な い た め に,「 今 ヤ工 業美 術 上 二 於 テ 人 心 研 究 ノ ナ カ ル ベ カ ラザ ル ヲ知 ル ノ時

機 ヲ得 … …絵 画 関 係 ノ工 業 ノ実益 ヲ与 へ 候 ヨ ウニ 」 この科 を設 立 した い と述 べ

る。 時代 は従 来 以 上 に役 立 つ 図 案 を求 め,そ の 為 の 専 門技 術 教 育 機 関 の必 要 性

が痛 感 さ れ る に至 った の で あ る 。 雪佳 の歩 み は,正 に時代 と共 に あ っ た。

雪 佳 の 年 譜 明治23年 の項 には,「 帝 室 技 芸 員 岸 光 景 ノ門 二 入 リ 各 種 工 芸 ノ

ー50一



組織 オヨビ意匠図案ノ指導 ヲ受ク マタ装飾芸術 トシテ世界二類例 ノナキ

我国琳派ノ研究二没頭ス」 とある。

光景が,明 治の工芸界が最高の名誉 とした帝室技芸員となったのは明治39年

のことであるが,20年 代の光景は,農 商務省の産業振興政策,な かでも意匠改

良という極めて具体的な任務を担当していた。さまざまな催 しに関係 し,し ば

しば京都 にも出向いている。

光景は明治21年 には,京 都府が積極的に開設 した第3回 関西府県聯合共進会

に,農 商務省から審査官として派遣され,漆 器の審査報告 を担当した。彼は,

蒔絵は京都の名 を恥か しめる程に見るべきものがない。内外の需要に適せず,

退歩が甚だしい。ただ内地用飲食器の塗師の作には形 ・髴法に少 し良いものが

14)見
られ る,と 評 して い る 。

23年10月14日,光 景 は 京都 府 か ら美術 工 芸 考案 お よび改 良の 事務 を嘱託 され

た 。 恐 ら く京 都 の 行 政 が,こ の面 に専 門 の 技術 者 を充 当 した 最初 で あ ろ う。

雪 佳 が 光 景 に師 事 す る よ うに な った事 情 につ い て は,知 られ て い な い。 京 都

府 の嘱 託 と な った 著 名 な 光景 を訪 ね,そ の教 え を乞 う事 に した の だ ろ うか,何

で あれ,単 に意 匠 図案 を教 わ る こ と を 目的 とせ ず,年 譜 に見 る よ うな産 業 政 策

に関 わ る各 種 工 芸 の組 織 とい った 問 題 まで学 ぼ う とす れ ば,光 景 は 当時 の最 適

の 師 で あ った と言 え る。

岸 光 景 は,天 保11年(1840)9月15日 江 戸 に生 れた 。幼 時 か ら父 に絵 を学 び,

谷 文 晁 の 門 人 目賀 田文 村 に 師事 した 。光 景 の絵 は南 画,土 佐 派,光 琳 な どの 影

響 を受 け た 一種 高雅 流 麗 な画風 で あ る と言 う。 ま た彫 刻 に も巧 みで あ った し,

古 土 佐,琳 派,乾 山 な ど の影響 を受 け た意 匠図 案 もよ くした と言 う15)0

雪 佳 の琳 派 の研 究 は,こ の 光景 の指 導 あ る い は影響 か ら始 ま っ た ので あ ろ う

か 。

当 時 の 雪 佳 図 案 の 一 例 は,京 都 書 林 発 行 の 「新 図 案 」 で厨 子 棚17)蒔 絵 文 様

水辺 菊秋 草 図 に見 る こ とが で きる。
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明 治26年 秋,雪 佳 は 光景 と相 談 し,新 作 を芦手 様 に描 く芦 手 絵 会 を計 画 した。

参加 者 は雪 佳 の ほか に 竹 内栖 鳳,谷 口香 嬌,菊 地芳 文,竹 内 茂 也 らで,テ ー マ

を,古 今 集,秋 の部 か ら選 び,随 意 に芦 手 で描 き陳 列 す る催 しで あ る 。 翌 年

1月 に も,さ らに メ ンバ ー を増 し,テ ーマ を同 じ く古 今 集 の春 の 部 と して 開 い

た 。 この時 は賛 同者 と して 西村 彦兵 衛,山 本 利 兵 衛,富 田幸 七 も出 席,絵 の 優

劣 の 評者 と して は,富 岡 鉄 斎,雨 森 菊 太 郎 も招 か れ て い る。 出品 図 案 は,抽 選

20)
で 頒 け た 。

次 い で6月 は古 今 集 の 夏 と恋 の部 が テ ーマ 。 集 ま った絵 は,前 回 と同 様,鉄

斎,菊 太郎 らが 評 を下 し,秀 作 に は賞 品 を与 えた 。 この 時,雪 佳 の 絵 は時 鳥 の

和 歌 を用 い,図 案 は 「水 二 添 タル藁 屋 ア リ,杉 ノ木 立 深 ク,遠 山ニ ハ杉 ア リテ,

時 鳥 空 ヲカ ケ ル,濃 淡 ノ墨 畫 二 金 泥 ヲ引 ク」 とい う図 柄 で あ った。 彼 の 図 は秀

作 の 筆 頭 とな った 。

当 時,陳 腐 な 蒔絵 意 匠 を批 判 す る場 合,逆 に理 想 的 な意 匠 と して平 安 末 ・鎌

22)

倉期以来の歌絵意匠を持ち上げることが多く,そ のため漆器創作 には,競 っ

て新 しいテーマ,新 しい構図による芦手の歌絵蒔絵の意匠が試みられた。

4.第4回 内国勧業 博 出品

岸光景履歴書の明治24年4月1日 の項に,「美術学校教授ヲ嘱託ス 京都府

知事北垣国道Jと ある。当時の京都の美術学校は,同 日付けで京都市画学校か

ら京都市美術学校に名称 を改め,応 用画学科は工芸図案科に変更し甲部5年,

乙部3年 の2コ ースとしている。また新 しく美術工芸家の依頼に応 じ,図 案を

作成することについて製図規定 を定めた 。工芸図案面の教育の充実 と,産 業

界の図案の要望に応じる具体的処置の設定である。岸光景はその為に着任 した

のではなかったか。もっとも,そ の後25年9月 にはどういう事情だろうか,依

願免職の処置が とられているから,実 質1年 に充たない期間ではほとんど活躍

の余地はなかったと思われる。〔注〕

〔注〕岸光景の京都市美術学校嘱託教授就任の事については,京 都市立芸術大

学編の 「百年史」には記載されていない。
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岸 光 景 の画 歴 と,工 芸 意 匠面 の才 能 につ い て は,先 に紹 介 した が,彼 は この

特 技 を以 って,明 治 政 府 に用 い られ た 。 まず 明 治3年1月 に は宮 内省 の宮 内 史

生 と な り,5年 に は京 都,奈 良 の社 寺 宝 物 の 巡 回 調査 に参 加 した。6年,米

国 フ ィラ デル フ ィ ア万博 関係 の 出品 製 図担 当 を命 ぜ られ,9年 は,奈 良へ 出張

し,正 倉 院 御 物 の 調査 に 当 って い る。 次 い で 明治10年 に 内国博 が 開催 され る と

そ の美術 審査 官 とな り,以 後14年 の 第2回 に 同 じ く美 術 審 査 官,23年 第3回 内

国博 で は美術 以外 の 第1部,第5部 の 審査 官 も勤 め た。

ほか に,11年 の龍 池 会誕 生 へ の 参加,精 工 社 で の 図 案 担 当,18年 五 品共 進 会

で の指 導 的 役 割,石 川 県 の工 芸 指 導 な ど,そ の 実 力 は各 方 面 で 発 揮 され て い

23)
たQ

明 治26年7月7日,雨 森 菊 太 郎,熊 谷 久 兵 衛,西 村 治 兵衛 を幹 事 と して 京都

奨 美 会 が 発 足 した 。 同規 約 第1条 に は 「京 都 美 術 工 芸 ヲ奨 励 シ 其 ノ発 達 進

歩 ヲ謀 ル ヲ 目的 トシ 先 ズ第 四 回 内 国勧 業 博 覧 会 二 本 会 ノ製 作 品 ヲ出 ス モ ノ ト

25)
ス」 と規 定 して い る 。

知 られ る とお り,明 治28年 に は建 都1100年 記 念 祭 が盛 大 に行 なわ れ た が,第

4回 内 国勧 業 博 もこの 行 事 と併行 して 同 じ岡 崎 地 区 で行 な わ れ る こ と とな り,

全 市 を挙 げ て の 強 い 要 望 で こ れ らの こ とが 決 定 され た 関 係 か ら,博 覧 会 へ の

出 品物 につ い て も,こ の 奨 美 会が リー ダ ー ・シ ップ を とるべ く発 足 した 。

岸 光 景 は,出 品 物 の 種 類 を選 定 し,図 案 を作 成 す る こ の会 の 委 員 に選 ば れ た。

26年9月 中旬 に は,光 景 の 入 洛 を機 に早 くも書 棚,文 台,硯 箱,小 箱 の 図案 と

製 作 依 頼 先 が 検 討 され た 。10月 に はそ れ を総 会 で 決 定,続 い て 委 託 先 と の打

合 わせ,約 定 書 の作 成 が 行 な わ れて い る。 製作 の取 締 ま りは山 本利 兵 衛 が 担 当

した。

審 査 の 結 果,奨 美 会 出 品物5点 は,2等 賞4点,3等 賞1点 の好 成 績 を収 め

た。(表1参 照)ま た,妙 技1等 賞 は,こ れ ら個 々 の 賞 に 上積 み して,京 都 奨

美 会 の蒔 絵 各 種 に贈 られ た。 記 録 に よれ ば,厨 子 棚 は桜 と菊 を詠 ん だ2首 の
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古 歌 か ら作 られ た歌 絵 の 意 匠 で,上 段 厨 子 の扉 は霞 の 中 に研 出蒔 絵 の桜 花,下

段 の戸 は蒔 絵 で筧 と菊 を描 き,螺 鈿 の蝶 を添 え,棚 の 柱 も また螺 鈿 に よ る装 飾

で あ った 。 手 箱 は蓋 裏 に みす の 中 の紫 式 部 を蒔 絵 で 描 い た もの で,「 研 出 シバ

最 モ繊 巧 ニ シ テ …… 」 と述 べ て い る。 蒔 絵 は富 田幸七 で あ る。 硯 箱 と文 台 は一

組 の伝 統 的 な住 吉 の 図で あ る。硯 箱 は 「好 意 匠 ニ シテ 技 術 ノ変 化 モマ タ頗 る

佳 良 ナ リ」 と あ り,文 台 は,「 波 ノ描 法 中少 シ ク 不 整 疑 滞 ノ箇 所 ア リ シ ガ タ

メニ1等 ヲ貶 セ ラ レテ 妙技 三等 二入 レ リ」 と して い る 。

また全 般 につ いて は,京 都 は奨美 会 を設 立 し,考 案 家 を招 い て図 案 設 計 を託

し,山 本 利 兵 衛 を 中心 とす る技 術 者 を選 択 して 製 作 に 当 た っ た のが 好 成 績 につ

な が っ た の だ と分 析 した 。前 回23年 第3回 内 国 博 第2部 の 出 品 は鈴 木 長 次 郎 た

だ 一 人 の 出 品で 褒 状 を得 た に 過 ぎな い状 態 で あ った た め,今 回 の成 果 は 関係 方

面 の賞 讚 を浴 び,審 査 総 長 九 鬼 隆 一 は 「漆 器 の 改 良 の 著 し きは京 都 に して,東

30)

京 是 に次 ぐ」 と述 べ た 。

この時,岸 光 景 は別 に東 京 出 品 の漆 器 につ い て も図 案 を担 当 して い た。 ひ と

つ は川 之 辺 一 朝 作 蒔 絵 夏 秋草 書 棚,他 の ひ とつ は川之 辺平 右 衛 門作 蒔 絵 籬 菊 手

箱 で,い ず れ も古 歌 や 古 い物 語 か ら取 材 す る歌 絵 で あ る 。前 者 は妙 技2等 賞,

後 者 は妙 技3等 賞 を得 て い る。 この よ うに光 景 は歌絵 を以 っ て江 戸 末 期 以 来 の

陳 腐 な 蒔 絵 意 匠 に 新 鮮 味 を加 え よ う と した の で あ るが,そ の 意 図 につ い て 記

29)

録 は次 の よ う に伝 え る。

表1第4回 内国勧業博覧会奨美会出品受賞

賞

妙技2等 賞

妙技2等 賞

妙技2等 賞

妙技2等 賞

妙技3等 賞

品 名

春秋蒔絵螺鈿厨子棚

色紙蒔絵桑書棚

石山蒔絵蓋裏手箱

住吉蒔絵硯箱

住吉蒔絵文台

製 作

塗 り・木村 表斎 蒔絵 ・山本利兵衛 ・戸 嶋弥兵衛

木地 ・松 中由兵衛 蒔絵 ・富 田幸七

製作 ・湯浅久吉 蒔絵 ・富 田幸七

蒔絵 ・熊谷 正太郎

蒔絵 ・鈴木長二郎
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「岸 氏 ガ歌 絵 会 ヲ開 始 シ タル趣 意 ヲ聞 クニ今 ノ技 術 者 一 般 二 意 匠 二 乏 シ キ ガ

故 二 景 色 ヲ描 ケ バ 近 江 八 景 芳 野 龍 田 富 士 三 保 ノ外 ヲ知 ラズ 花 紋 ヲ

描 ケバ 四季 ノ折枝 花 ノ丸 松 竹 梅 ノ他 ヲ知 ラザ ル ガ如 キ 卑 近 二安 ンズ ル ノ

習 俗 ア リ 是 等 ノ徒 ヲ シテ歌 絵 ノ趣 味 ヲ知 ラシ メバ ー ハ 図 案 ノ区域 ヲ拡 ムベ

ク ー ハ 歌 意 ヲ考 へ 文字 ヲ習 フ ノ 良風 俗 二化 シ テ技 術 者 ノ思 想 ヲ 高 尚優 美 ノ

点 二傾 注 セ シ ム ル ノ手 段 トモ ナ ラ ザ ラ ンヤ トノ意 二 出 タ リ ト 果 シ テ 然 ラバ

回一 回 ヲ重 ネテ 意 匠練 磨 ノ功 ヲ積 マ バ ツ イ ニハ 歌 絵 ノ佳 境 二 入 ルヤ 疑 ヒ ナ

キ ナ リ」

29年2月,岸 光景 は引 続 き京 都 奨 美 会 を継 続 させ る意 義 と必要 性 を市 会 参 事

31)
会 へ 提 言,奨 美 会 は継 続 して 活 動 す る こ とに な っ た。 雪 佳 は光 景 の助 手 と し

て 活 躍 す るの で あ る 。

5.京 都 漆 工 会

第4回 内 国勧 業博 の成 果 は,京 都 の漆 工 界 を活 性 化 した 。 同 じ年 の12月 に は

内 貴 甚 三 郎,西 村 彦 兵 衛,三 上 治助,三 上 幸 三 郎,山 本利 兵衛 らが 集 ま って 京

32)
都 漆 工 会 設 立 の こ と を協 議 した 。

翌29年2月9日 に 京都 倶 楽 部 で 出 席 者300余 人 を集 め て発 会,役 員 と して 会

頭 三 井 八 郎 次 郎,副 会 頭 雨 森 菊 太 郎 ・内 貴 甚 三 郎,商 議 員 今 泉 雄 作 ・大 沢敬

之 ・熊 谷 直 行 ・丹 羽圭 介 ・金 子 錦 二 ・伊 藤 貞 文 ・林 新助 ・大伴 源 之 助 ・初 瀬 川

徳 松 ・山 本利 兵衛 ・岩 村 源 之 助 ・平 尾七 郎 左 衛 門 ・池 田清 助 ・三 上 幸 三 郎 ・西

村 彦 兵衛 ・加 藤小 兵 衛 ・三 上 治 助 ら25名,幹 事 林 新助 ・三 上幸 三 郎 ・西 村 彦 兵

衛 ら,委 員葛 川助 二 郎 ・戸 嶋 弥 兵衛 ・大 沢 芳 太 郎 ・京極 治 三郎 ・木 村 表 斎 ・大

橋 庄 兵衛 ・神 坂 雪 佳 ・谷 口香 嬌 を選 出,事 務 所 は京都 漆 器 商工 組 合 事 務 所 内 に

31)

置 い た 。
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当 時,31年 に 「全 国漆 器 漆 生 産府 県連 合 共 進 会 」 を京 都 で 開催 す る予 定 が あ

り,そ の為 の 業界 の結 束 が 意 図 され て い た。 事 業 計 画 は,競 技 会 を 開 くこ と,

図案 を募 集 す る こ と,漆 工 の教 育 を奨励 す る こ とな ど7項 に 亘 る。 競 技 会 は3

月 ・9月 に,図 案 会 は5月 ・11Aに 開 くこ と を決 定 した 。

続 く3月 に は富 田幸 七 らの提 唱 に よ って,京 都 青 年 漆 工 会 も組 織 され た。 会

則 は 「漆 工 家 ノ青 年相 提 携 シ,斯 道 ヲ研 究 シ智 識 ヲ交 換 シ,製 作 上 ノ改 良 ヲ謀

ル ヲ以 テ 目 的 トス」 とい う 。 徒 弟 制 度 に よ る狭 い社 会 の 中 に生 きて き た若 人

達 が,そ の枠 を越 え,互 い に研 鑽 しよ う とす る最 初 の集 い で あ る。事 業計 画 に

は,図 案 や参 考 品 を持 ち寄 って の研 究 会,先 輩 な どに よる講 演 会,博 覧 会 共 進

会へ の 出 品 な ど を挙 げ て い る。

第1回 図案 会 は,予 定 どお り5月20日 開 催 され た 。 この会 の 為 に は,特 に 図

案 会 委員 に,今 泉 雄 作 ・伊 藤 貞 文 ・丹 羽 圭 介 ・金 子錦 二 ・湯 浅 治 助 ・山 本 利 兵

衛 ・福 住 熊 次 郎 ・戸 嶋 弥 兵 衛 ・谷 口香 嬌 ・大 沢 敬 之 ・神 坂 雪 佳 が 選 ば れて い た。

課 題 は3件 あ って,寿 賀 に用 い る広 蓋 の蒔 絵 の図,小 吸物 椀 の形 状,洋 風 室 内

飾 りの 煙 草 入 れ で あ った 。 応 募 は150余 点 に の ぼ った が,1等 は 該 当 な し,2

等 光 悦好 屑屋 形 巻煙 草 入 ・西 川 源 治 郎,3等 虫 籠 形 巻 煙草 入 ・迎 田嘉 兵 衛,3

等 魚 籠 形 巻 煙 草 入 ・古 谷 紅麟 と い う結 果 で あ っ た 。3点 と も洋 式 の 巻 煙 草 入

で あ るの は,新 しい動 向へ の意 欲 が 伺 え て興 味深 い。

8月7日,京 都 漆 工 会 は 入 洛 した塩 田真 を迎 え て 講話 含 を開 い た 。 塩 田真

は,明 治6年 ウ ィー ン万博 に 関 わ って 以 来 の勧 業 政 策 推 進 の リ ー ダー で あ り,

28年 京 都 で 開 催 した 第4回 内 国博 で は第1部 工業 部 門 の漆 器 担 当 審査 官 の チ ー

フ であ った 。

彼 は,目 前 の31年 共 進 会,33年 予 定 の パ リ万博 を意 識 し,業 界 が 今 か らそ れ

に備 えて 行 くべ き事 を訴 え た 。 また京 都 の 状 況 が,意 匠面 で多 くの 遺 産 を抱 え

な が らそ の 活 用 が 不 十 分 で あ る こ とを指 摘,伝 統 か ら生 れ る新 しい 意 匠 を求 め

た 。
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29年9月22日 に は,予 定 した 京都 漆 工 会 の 第1回 競 技 会 が 開 催 され た 。 審査

長今 泉雄 作,雪 佳 は金 子錦 二,丹 羽 圭 介 と共 に審 査 員 を勤 め た。 この 時 青 年漆

工 会 も同 じ く第1回 競 技 会 を開催 した。 こ こで も雪 佳 は金 子 錦 二,山 本利 兵衛,

35)
湯 浅 久吉,熊 谷 庄 太 郎,三 上 治助 ら と審 査 員 を勤 め た 。

こ う した状 況 の 中,京 都 市 で は8月 に京都 市立 工 芸 図案 調 製 所 を設 立 し,雪

佳 は そ の主 任 と な った 。

また こ の夏,市 参 事 会 か ら雪 佳 に漆 器 意 匠 の考 案 につ い て 委 託 が あ り,考 案

12)
顧 問 とな っ た 師の 光 景 と共 にそ の任 につ いた 。

11)
日本漆 器 蒔 絵 共 進 会 か ら は功 労 賞 を受 けた こ とが 知 られ て い る。

31年 の共 進 会,33年 のパ リ万 博 を前 に して,雪 佳 は行 政 か ら も業界 か ら も漆

器 意 匠改 良の 推 進 者 と して 大 き く期 待 され て い た ので あ る。

31年4月12日,岡 崎 の 内 国博 会館 を会 場 に全 国漆 器 漆 生 産 府 県 連合 共進 会 が

36)
開 催 され た 。 名 の とお り,漆 器 の ほ か に 製漆 業界 も含 め,ほ か に仏 壇 仏 具 業

界,京 都 箪 笥 商 同 盟 会 な どの参 加 も見 られ る,漆 に 関連 した 幅広 い業 界 を背 景

と した催 しで あ る。

出 品審 査 結 果 の 上位 の成 果 をみ る と1等 賞 は21名 の うち京 都 が5名,2等 賞

29名 中,京 都7名 で あ る。 京都 の1等5名 の 内訳 は,漆 器 関 係,春 秋 蒔絵 草 花

書 棚 ・三 上 治 三 郎,逢 坂 山 蒔絵 料 紙 文 庫 硯箱 ・京 都 奨 美 会,須 磨 明石 蒔絵 文 台

硯 箱 ・三 上 幸 三 郎 。 製 漆 関係,岡 本 専 助,加 藤小 兵 衛 で あ る。 同 じ く2等 賞7

37)

名 は,漆 器 関 係2,仏 具 関係2,製 漆 関 係3で あ った 。

京 都 奨 美 会 の料 紙 文 庫硯 箱 は,例 に よ って 光景 の考 案 で あ り,作 図 は谷 口香

嬌 で あ る。 奨 美 会 で は,ほ か に 賞 に な ら なか った 蒔絵 葵 祭 文 様書 棚 も出 品 して

い た 。

逢 坂 山蒔 絵 料 紙 文 庫 硯箱 は,謡 曲 で も知 られ る蝉 丸 の故 事 をテ ー マ に した も

38)
の で,文 庫 は蓋 裏 に 蒔 絵 で楓 ・秋 草 ・竹 垣 を描 い て 逢 坂 山 の風 情 を現 わ し,
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蓋裏には,博 雅三位を象徴する流水啄木の四字 を散 らした半開きの扇子を描い

ている。扇面は金地,文 字は螺鈿,扇 子の周囲に忍草 と野菊を蒔絵で配する。

蒔絵は富田幸七と鈴木長次郎である。
39)

硯 箱 は,蓋 表 が 老 樹 の 下 の わ び 住 ま い,流 水 に 秋 草 の 茂 る土 坡 で,肉 合 研

出蒔 絵 で 流 水 に は貝 を用 い る。 蓋 裏 と身 の 内 は一 体 化 した 構 図 で,琵 琶 と こお

ろ ぎ を描 く。 言 う まで もな く琵 琶 の 名 手蝉 丸 に 因 んで い る。 水 滴 に は銀 の調 子

笛 を添 える 。

この2品 は京 都 府 に買 上 げ ら れ て,明 治 天 皇 に献 上 され,の ち天 皇 崩 御 に

伴 って 遺 品 と して 下賜 され た。

40)
書 棚 は,高 さ2尺3寸8分,幅2尺7寸8分,奥 行 き1尺2寸,厨 子 を2

個 持 つ厨 子 棚 の 変形 様 式 で あ る。 文様 は2の 棚 の厨 子 扉 表 の御 所 車 蒔絵 を 中心

に,1の 棚 の厨 子扉 面 に上 賀 茂神 社 々頭,地 袋 引 違 い戸 にな らの小 川 の 蒔絵 で

あ る。 蒔絵 は山 本利 兵 衛,富 田幸 七,熊 谷 正 太 郎 が 担 当 した 。

6.パ リ 万 博 出 品

30年1月,五 二会 に京 都 図 案 部 が新 設 され,雪 佳 はそ の 幹事 とな っ た。3月

に はそ の 第1回 懸賞 図案 会 が 行 な わ れ,雪 佳 は審 査 幹 事 とな って い る。 そ して

4月,五 二 会 が発 行 す る木 版 刷 りの 図案 雑 誌 『新 図 案』 の 編集 を担 当 した。

五 二 会 とは,殖 産 興 業 の た め に 熱 狂 的 な 活 躍 を した前 田正 名(嘉 永3年 ・

1850一 大正10年 ・1921)が 官 を辞 して組 織 した業 界 団 体 で あ る 。彼 は,織 物 ・

陶 器 ・銅 器 ・漆 器 ・紙 類 の5品 を生 産 す る全 国 の 同 業 者 の 集 い五 種 大 会 を明 治

27年4月 京 都 で 開 い た。 これ に雑 貨 ・敷 物 が 加 わ った の が 五二 会で あ る。28年

26)
10月 に は京 都 物 産 品評 大 会 を開 い て い る 。

同 じ く4月1日 に は京 都 美術 協 会主 催 の第3回 新 古 美術 品展 が 岡崎 で 開催 さ

れ,雪 佳 は ここ で も展 覧 会 の 図案 係 とな っ た。

知 られて い る よ うに,京 都 美術 協 会 は,す で に23年1月6日,京 都 の 美 術 と
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工 芸 を振 興 す る こ と を 目的 と して,全 分 野 を網 羅 した組 織 と して発 足 して い た。

28年10月 開 催 の 第1回 新 古 美術 品展 併設 出 品 図案 展 に,雪 佳 は古今 集歌 意 香 炉

40)
陶 器 図 案 を出 品 し,2等 褒 状 を受 け た 。

雪 佳 の 仕 事 の 大 きな 部分 が,以 後 京都 美 術 協 会 を基 盤 と して 展 開 す る 。31年

9月 に は機 関 誌 『京都 美術 協 会 雑 誌 』 の編 集 者,33年 に は協 会 評議 員,第6回

新 古 美 術 品 展 で は審査 員 とな り,そ の後 も度 々 そ の任 に着 いた 。

一 方
,京 都 奨 美 会 で は,か ね て宮 内省 か ら用命 の あ った 書 棚 ・文 台 ・硯 箱 を

30年 春 か ら製 作 に か か る段 階 とな っ た。 この3点 の 図案 は例 に よ って岸 光景,

そ して 下 絵 製 作 は雪佳 で あ る 。

41)
書 棚 は,引 違 い の地 袋 に 中段 の厨 子 を備 え た通 常 厨 子棚 と呼 ば れ る形 式 で

あ る。 黒 塗 りに最 も複 雑 な 肉合 研 出 とい う蒔 絵技 法が 用 い られ た。 甲板 は遠 山

に秋 空 を渡 る雁 の 列 。厨 子 扉 は,萩 ・す す き ・菊 ・刈 萱 の 図。 そ して 地 袋 の 戸

は,流 水 に土 坡,楓 の樹 とい う図柄 で あ った 。 甲板 の蒔 絵 は熊 谷 正 太 郎 ・迎 田

嘉 兵 衛 の担 当 。 厨 子 扉 の そ れ は,山 本 利 兵 衛 ・富 田幸 七 の担 当 で あ る。

42)
文 台 と硯 箱 は,後 者 が 春 のモ チ ー フで,つ く し ・た ん ほ ぼ ・蝶 の 図,文 台

が 秋,流 水 に八 重 菊 ・萩 な どの 図柄 であ った 。 蒔絵 担 当 は,富 田幸 七 で あ る。

蒔 絵 の進 行 に伴 って,雪 佳 は細 か い指 示 に忙 しか った で あ ろ う。

30年 春 に は,33年 パ リ万 博 へ の準 備 も始 ま った 。10月 に は奨 励 協 会 が 組織 さ

れ,雪 佳 は そ の評 議 員 と な った 。

この万 博 に は政 府 も力 を入 れ,諸 外 国 に 日本 の 美術 ・工 芸 につ い て理 解 を求

め るた め の 『帝 国美 術 略 史 』 を編纂,配 布 したが,出 品者 に対 して も製 作 費 補

助 を考 え た。 パ リ万 博 で は一 般 工芸 品 と,美 術 館 陳 列 予定 の優 等 工 芸 品 に分 け

られ て い た。 政 府 は後 者 の 出品 物 に つ い て あ らか じめ 図案 を提 出 させ,そ の 製

作 費 を補 助 す る こ とに した。

43)
京 都 奨 美 会 は これ に応 じ,蒔 絵 書 棚 の 図案 が この選 に入 っ た。 製作 費5,000

円 の うち1,500円 の補 助 が 決 まっ た。 因み に漆 器 関係 の補 助 は他 に も1点 あ っ
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1.正 面 2.右 側 面

3.天 袋

4.地 袋

図2.平 目地春秋蒔絵書棚
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て,東 京 の 白 山松 哉 出 品,雁 来 紅 ノ図 四 ツ折 屏 風 半 双 が5,780円 の うち2,500円

の 補助 を受 け た 。

書棚 の考 案 は岸 光 景,雪 佳 は考 案助 手 と書 か れ て い る。棚 の高 さ3尺,幅3

尺,奥 行 き1尺5寸,天 袋 は4枚 扉 の観 音 開 き.筆 返 しの付 い た 中棚,そ して

左 下 に引違 い戸 の地 袋 が あ る。 側 面 に は,右 と左 で 位 置 をず らせ て格 狭 間 を作

り,柱 は唐 戸 面 を取 っ て荒 い金 粉 の蒔 付 け に した。

図 柄 は,春 秋 の草 花 を モ チ ー フ と した 肉合 研 出蒔 絵 で,甲 板 お よ び天 袋 の 両

側 面,背 面 は春 草 の 図,天 袋 の正 面4枚 の 扉 は老梅 の 図,そ の他 は秋 草 の 図 で,

中棚 の 上 面,地 板,地 袋 の引 違 い 戸,上 面,両 側 面,背 面,両 側 の格 狭 間周 辺

に は,り ん ど う ・藤 袴 ・お み な え しな どを描 く。(図2)

地 相 は黒 漆 塗 の全 体 に,一 部 焼 金 ・青 金 を と りまぜ た平 目粉 を置 き,ぼ か し

蒔 絵 で 霞 を入 れ る。 絵 は研 出 し,錆 上 げ,上 描 きな どの技 法 を駆 使 し,梅 花 は

白梅 に見 立 て て,貝 を用 い た。 春 の部 の蒔 絵 は富 田幸 七 が担 当,秋 の部 は 山本

利 兵 衛 が担 当 した 。

44)
この 平 目地 春 秋 蒔 絵 書 棚 は,審 査 の結 果 金 牌 を得 た。 報 告 書 は,「 岸 光 景 ノ

書 棚,… … 高 評 ヲ得 タ リ。只 一 般 二 出 品物 ノ価 格 非 常 二不 廉 ナ リシバ 外 国 人

ヲ シテ ー 驚 ヲ喫 セ シ メ タル所 ナ リ。」 と しるす 。

雪 佳 は,別 に綴 織 テ ー ブ ル掛 図 案 も募 集 図案 と して提 出 し,優 等 工 芸 品 図 案

中 甲2点 の うち の1点 に選 ば れ,賞 金60円 を得 た。

7.第5回 内 国 勧 業 博 出 品

明 治33年4月,先 に設 定 され た京都 市 立 図案 調 製 所 は,京 都 市 美 術 工 芸 学 校

io)
に移 管 され,同 校 の 図 案 調 製 部 とな った 。 雪 佳 は 同年5月 そ の技 師 に 任 ぜ ら

れ,同 時 に古 谷 藤 太 郎(紅 麟),竹 内 泰 蔵 が 技 手 に 決 定 した 。 以 後 大 正14年

(1925)の 辞 任 まで,京 都 美 校 は雪佳 の25年 に亘 る活 躍 の 場 とな った。 因み に

この33年3月 末 に は,絵 画 の 師鈴 木 瑞彦 が 同校 教 諭 を辞 任 して い る。
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こ の年 に は ま た京都 奨 美 会 に 英 国王 室 の室 内 装 飾用 蒔 絵 飾 棚 の 用 命 が あ り,

12)
そ の意 匠 図 案 は雪 佳 が 担 当 した と伝 え る が,詳 し くは わ か ら ない 。

京 都 美 校 で は,33年 竹 内栖 鳳 をパ リ万 博視 察 の た め仏 国 へ 派 遣 した 。 続 い て

34年7月 に は,雪 佳 が グ ラズ ゴ ー万 博 の 視 察 と ヨー ロ ッパ 各 国 の工 芸 図案 調 査

の ため に海 外 へ 旅 立 った 。雪 佳 の グ ラス ゴー 万博 の調 査 につ い て は,榊 原 の若

6)
干 の 考 察 が あ る。

35年1月 帰 国 した雪 佳 は,3月 に は第2回 全 国 模 様 図 案競 技 会 審 査 員 とな っ。

た。 次 い で4月 開催 の 第8回 新 古 美術 品展 に は,図 案 部,彫 刻 部,織 物 部,漆

器 蒔 絵部,各 種 工 芸 部 の各 分 野 に亘 る審 査 員 を勤 めた 。 そ して8月 に は,長 い

船 旅 を反 映 した波 のパ ター ン96葉 を集 め た 図案 集 「海 路 」 を刊 行 した。

この 時期,ヨ ー ロ ッパ の工 芸 界 で はパ リ万 博 を頂 点 と した新 しい美 術 ・ア ー

ル ヌー ボ ー が 一世 を風 靡 してい た。 また雪 佳 の訪 れた グ ラス ゴ ー で は知 的 な形

体 の マ ッキ ン トッシ ュ の意 匠 も注 目 を集 めて い た。 この 外遊 が彼 の意 匠 に ど う

影響 した か,興 味 の あ る とこ ろで あ る。

少 し後 に な るが,明 治40年10月 の 第6回 関 西 美 術 会展 の 出 品物 に,杉 林 古 香

i2>
作 ・ヌー ボ ー 式 模 様 菓 子 盆 とい うの が あ り,そ の 図案 は雪 佳 が 描 い て い る。

菓子 盆 が どの よ うな図 柄 で ど うい う経 緯 で作 られ た の か は わ か らない が,雪 佳

が ア ー ル ヌ ー ボ ー の様 式 を意 識 して採 用 した こ と は明 らか で あ る。

45)
しか し,帰 国 間 もな い こ ろ,彼 は雑 誌 『図按 』 に寄 せ た 一 文 で,ア ー ル

ヌ ー ボ ー を価 値 の ない 様 式 図案 で あ る と酷 評 し,渡 航以 前 に は,注 文 に よ って

多少 アー ル ヌ ー ボ ー を応 用 した こ と もあ る が,「 今 後,余 ハ 新 美 術 ヲ応 用 ス ル

ノ意 志 ナ シ」 と言 い 切 って い る 。

上 記 の2つ の事 実 に見 られ る矛 盾 は,雪 佳 の この 時期 以 後 の 歩 み の 中で,他

の活 動 と ど う関 わ るの か,そ の検 討 は ひ とつ の 課題 で あ る。

明 治36年3月1日,第5回 内 国勧 業 博 覧 会 は従 来 よ り会 期 を長 く して 大 阪 で

開催 され た,最 後 の もの で あ る。 京 都 漆 器 の 出 品 は,2つ に別 れ,第5部 漆 器
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表2第5回 内国勧業博覧会京都関係受賞

賞

2等賞

2等賞

3等賞

3等賞

褒 状

褒 状

褒 状

褒 状

褒 状

褒 状

褒 状

品 名

蒔絵螺鈿立浪手箱

蒔絵柳橋文台硯箱

蒔絵須磨浦手箱

蒔絵曙書棚

蒔絵柳桜料紙文庫硯箱

蒔絵竹手箱

蒔絵藤波小棚

蒔絵海原千鳥文台硯箱

蒔絵瀟湘八景料紙硯箱

蒔絵波千鳥文台硯箱

蒔絵草花卓

考 案

神坂雪佳

神坂雪佳

神坂雪佳

神坂雪佳

神坂雪佳

神坂雪佳

古谷紅麟

古谷紅麟

三宅呉曉

出 品

京都奨美会

西村彦兵衛

近田嘉兵衛

三上治三郎

京都奨美会

三上幸三郎

戸嶋新次郎

木村 秀雄

池田 清助

木村 表斎

三上幸三郎

製 作

塗 り・新畑市兵衛 蒔絵山本利兵衛

蒔絵 ・富 田幸七

蒔絵 ・富 田幸七

塗 り・岡田表寛 蒔絵・山本利兵衛

塗 り・熊谷正太郎

漆 り・春井清平

蒔絵 ・富田幸七

蒔絵 ・迎田秋悦

産 業 は,出 品者33人,出 品347点,第10部 美 術 工 芸 は,出 品 者15人,出 品34点

で あ った 。後 者 出品 物 の う ち11点 につ いて は各種 の賞 を得 た 。表2は そ の 一 覧

で,そ の うち6点 は雪 佳 の 考 案,2点 は美校 図 案 調 製 部技 手古 谷 紅 麟 の 考 案 で

46)
あ った 。(表2参 照)

2等 賞 蒔 絵 螺 鈿 立 浪 手 箱 は,平 忠 度 歌 巻物 の 下絵 の 波 を用 い,波 頭 を貝 と し

た点,手 箱 全 体 に描 き詰 め た と ころが す ぐれ て い る と され た。 柳 橋 図 の 文 台硯

箱 の 方 は,よ く知 られ た柳 橋 に 流水 の桃 山屏 風 の テ ー マ で あ る。 構 図 の 位 置 や,

作 製 様 式 を桃 山調 に適 合 させ よ う と した 配慮 が評 価 さ れ た 。

1等 賞 は,赤 塚 自得 作 蒔 絵 無 地荒 磯 額 面 で あ った。 蒔絵 に 白金 粉 を用 い た の

を新 しい試 み と して 高 く評 価 した結 果 で あ る 。 この賞 につ い て は,後 日京都 側

か ら適 切 で な い との 批 判 が 出 され た。 理 由 は,併 用 した金 工 の方 が 主 に な っ て,

蒔絵 は添 え物 にな り,且 つ 蒔絵 の波 の レイ ア ウ トが十 分 練 れて い なか った た め

とい う。 審 査 に作 品 の優 劣 以外 の要 素 が 入 っ た とい う見 方 の あ る こ と を指 摘 し,

46)「
説 ノ如 クナ ラ シ メバ コ レ神 聖 ノ審査 トイ フ能 ハ ザ ル ナ リ 。」 と述 べ た。
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8.あ とが き
47)

神 坂 雪 佳 と京 漆 器 に つ い て は,す で に62年5月 の意 匠学 会 研 究 例 会 で 発 表

48)
し,京 工 試 研 究 報 告No15に は,雪 佳 関 連 年 表 と若 干 の 出 品物 の 図,写 真 を含

め た小 論 を掲 載 した 。

こ の一 文 は,当 然 これ らの 内容 と重 複 して い る。 た だ こ こで は,研 究 報 告 で

は触 れ なか っ た,光 景,雪 佳 図案 の 漆 器 意 匠 の技 法 概 要,そ れ ら意 匠 と当 時 の

漆 工 界 の 状 況 との 関 連 の考 察 を主 体 と した 。 同 一文 の転 載 で はな い。

な お,明 治37年 以 降 の雪 佳 の活 動 につ い て は,機 会 を得 て 発表 した い と考 え,

資 料 を集 め て い る。

ユ2)49)
こ の研 究 は,か つ て 本 誌23号 書 籍 紹 介 欄 に発 表 した 『京 漆 器』 の た め の

共 同研 究 を引 継 い だ もの で あ り,当 時 の 関 係 者 に は,多 くの 御教 示 と資 料 提 供

を頂 い た。 そ して 本 テ ーマ に関 して は,別 に京都 市 立芸 術 大 学榊 原 吉郎 教 授,

夙 川 学 院 短 期 大 学 緒 方 康 二教 授,シ ー グ社 出 版 増 田 武文 氏,京 都 市 美術 館 井 上

明彦 学 芸 員,そ して雪 佳作 品所 蔵家 各 位 に御 教 授御 協 力 を頂 いた 。 共 に厚 く御

礼 申 し上 げ る。
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